







































































































キャプションを英語 ･中国語 ･韓国語 ･フランス語に訳し､また読み取り解説文を英語訳して､編纂刊行す
糾
セッションⅡ 図像のなかの暮らしと文化一日本と乗アジアの近世









































て､読者を絵で惹きつけるものであった｡ 『都名所図会』に成功した秋里練島は､ 『大和名所図会』 (1791
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図5 絵引作成用切取り (1) (日本橋魚市場)
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図6 絵引作成用切取り (2) (日本橋南話)
④ キャプションを
付ける過程で､絵に示さ
れた主題を決め､それに
関係が弱い部分を省略
する形で切り取る｡
⑤ 主題を中心に､描
かれた図柄全体を読み
取り､その意味を説明す
ると共に､それとの関係
で個別事物についても
解説する｡
⑥ 見開き 2ページ
に1枚の絵を入れ､絵 ･
キャプション･読文を割
り付ける｡
⑦ 絵50枚によるA4
判100ページの試案本
として完成させ､『日本
近世生活絵引 ･東海道
編』(試案本)として印
刷公刊する｡
(勤 キャプションと
して付けた用語とそれ
に対応する図を対照さ
せ､双方から検索可能な
データベースとして完
成させ､Web上で公開す
る｡
5.生活給引編纂の意義
生活上の事物を文字に記録された資料だけで知ることは困難であるO現在の事物であれば､現物を確かめ
ればよい｡また過去の事物であっても､現在まで民俗 ･民具として継続して存在するものも少なくなく､そ
れを手がかりにすることができる｡しかし､特定の時間で表示する過去の事物を確認することは民俗 ･民具
ではできないO図像は偶然記録であるが､その価値は大きい.特定の時間の過去において存在した事物や人
々の行為を具体的に教えてくれる｡それは溢滞敬三が考えたとおりであると言ってよい｡字引に対して､新
十三了Ol:
セッションⅡ 図像のなかの暮らしと文化-日本と兼アジアの近世
たに絵引という概念をつくり出し､絵引制作を試みた先駆性は大きいO
生活給引という､人々の日常生活を図像資料から引き出して､特定の過去の状態を知る手がかりとするユ
ニークな事典編纂の方法は､日本における図像資料の制作量の多さ､豊かさが可能にするものであり､他の
社会や文化では同様の絵引は作成不可能という考えは当然存在するであろうO同じ東アジアでも､日本では
可能であっても､中国では図像は規範化された描き方をされ､人々の生活を写実的に描くという方法は蓄積
されず､したがって生活給引を編纂する材料がないという欺きも聞かれる｡しかし､少ないながらも､対象
を人々の日常生活に置いて､写実的に描こうとした作品も存在する｡日本ほど豊富ではなく､種々困難を伴
うが､絵引編纂は不可能ではないのである｡この点は､欧米についても言えるであろう｡写実性という点で
は早くから描かれた図像があり､絵引編纂の可能性はある｡ 『絵巻物による日本常民生活給引』を発展させ
た､日本近世 ･近代生活給引を編纂することは､絵引が中世の絵巻物だけで可能なのではないことを示すこ
とで､絵引が普遍性をもちうることを広く了解させることになろうD
生活史研究のインデックスとしての生活給引編纂に問題は多く残されているO検討すべきいくつかを掲げ
れば以下の諸点であるO
第1に､図像がどこまで実態を描き､事物を間違いなく描いているかの確認がされなければならない｡図
像の大部分は､絵師や画工という職業的な絵かきが描いたものである｡彼らは修行過程で学んだ約束事に縛
られ､特に粉本にもとづく描写が多い.｡その点を確認し､差し引いて､対象を把握しなければならない｡
第 2に､生活の地域的特質､すなわち地域性が示されているかどうか検討する必要があるO特に異なる地
域の事物を描いた図像が､結果的に同じように描いているとすれば､それは絵師たちのこの事物はこうある
べLという観念に基づいて描かれていることになるO
第3には､描かれた事物がその時間の資料となりうるかどうかの確認が必要である｡作品としての年代が､
描かれた事物の年代を確定してくれるわけではないoその資料批判をしなければ､生活史としてのインデッ
クスにはならないであろう｡
生活絵引の価値は大きいが､今後の課題も大きいのである｡
